
令和元年8月2日
タリーズコーヒージャパン株式会社 事業開発本部

「地域に根ざしたコミュニティーカフェとなる」
タリーズコーヒーの公園での取り組みのご紹介

『官民対話促進会議』資料



・会社名 : タリーズコーヒージャパン株式会社

・所在地 : 東京都新宿区箪笥町22番地
（大江戸線牛込神楽坂駅そば）

・設立 : 2003年8月（創業1997年8月）

・資本金 : 1億円

・従業員 : 940名

・主要株主 : 株式会社伊藤園（100％）

・店舗数 : 730店舗（2019年4月末）

企業概要

※2005年8月 米国Tully’s Coffee Corporation
より『Tully’s Coffee』商標及びその他営業に関する

すべての商標権を完全取得しております。
これに伴い、日本独自の店舗や商品開発が出来、

柔軟な店舗展開が可能となっております。

Specialty Coffee
最高の豆・最高の焙煎・最高のバリスタ
Coffee is our Passion.

Community Cafe
地域に根差したコミュニティーカフェ
Community is our commitment.



隅田公園店
2013年10月7日 OPEN

タリーズコーヒーとして初めての公園への出店
都内で初めて河川敷地にオープンしたカフェ

テーマ「エコ・防災・観光の基点になれるコミュニティーカフェ」
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①雷門-浅草寺 ②浅草駅 ③浅草六区 に次いで

スカイツリーと連動した浅草の新たな観光拠点づくりが目的

②

③



・占用面積:70.3㎡-21.3坪
・店舗面積:46.8㎡-14.6坪 （うち厨房とトイレで約6坪）
・店内12席 テラス7席 計19席 開業後、テラスを14席増席

・地域還元費:公募時に歩合を提案
・河川敷地占用料:53,041円/月
・公園土地使用料:71,706円/月
・協定締結期間:3年-2016年に1度更新 7月に2度目の更新を完了

公園内施設であり、河川敷地である
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当社はタリーズコーヒーともうひとつ別のブランドで
2区画とも応募し、広場側区画での出店が決定した。

1.店内からスカイツリーが見えること
2.店内から桜が鑑賞出来ること
3.町内会に入会し、観光促進、イベント参加、エコ、防災などで地域協力を行うこと
4.「誰でもトイレ」とＡＥＤを設置すること
5.災害時帰宅支援ステーションとして店舗を登録

公募時の提案
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台東区⾧、区議会議⾧、都議を
お招きし、オープンセレモニーを実施
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2014年11月～2015年3月
東京都地域資源発掘型実証プログラム事業
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2015年8月・9月 地域還元費活用事業
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店舗機能の強化 地域活動の継続

↑ 2017/4/12 隅田公園清掃隊として
浅草警察署管内のボランティア団体登録

2018/10 東京都治安対策事例として表彰

← 地元の方々のご要望を受け
外付けの誰でもトイレを

温水便座に変更

↑ Free Wi-Fiは電波増強を図り
利用率20％前後で推移

2015年夏にはクレジットカード扱いも開始
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地域商品・販促の展開 SNSの活用
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地域還元費の活用と事業の継続性
⇒ 事業のコンセプトに立ち返り、広げる

○人々が集い、賑わいが生まれる水辺空間を創出する
○誰もが訪れたくなるカフェに
○水辺とまちをつなぐ
○地域と協働した良好な水辺空間の保全・創出

⇒ これらを具体化するために、連絡会として地域還元費の活用方法を
協議し、年に1度5月に開催される協議会にて提案・予算化・報告

隅田公園オープンカフェ運営連絡会 年3回以上開催
事務局・会計:台東区観光課
会⾧:学識経験者 副会⾧:地元町会会⾧
委員:町会役員+住民代表、台東区商店街連合会、浅草観光連盟
浅草商店連合会、浅草料飲食組合、東京都第六建設事務所、
台東区公園課、観光課、都市計画課
出店事業者2社:松竹サービスネット、タリーズコーヒー
オブザーバー:東京都公園協会水辺事業部
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地域還元費の活用と事業の継続性
⇒ 事業のコンセプトに立ち返り、広げる

① 店舗と周辺エリアの認知度の向上
初年度は東京都の補助制度活用しイベント開催
2年目は地域還元費でイベントを実施

現在「花川戸観光マップ」を還元費で作成
⇒ 浅草内に広く配布

また区の広報誌での店舗告知などを実施中

② 地元組織への協賛
桜祭り、町会盆踊り
花川戸はきだおれ市への協賛
町会イベント時には
子どものお菓子の経費を補助

それぞれ3-5万円程度
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地域還元費の活用と事業の継続性
⇒ 事業のコンセプトに立ち返り、広げる

③ 公園設備や地域整備への協力
・助六夢通りバナーの設置
・公園内サイン、看板設置の増設
・花壇の整備
・パラソルの導入
一部では、オープンカフェ協議会の
寄付であることを表記

現在桜の植樹への協力を検討中

地域還元費はカフェ売上から歩合で寄付
オープンカフェ運営連絡会では
カフェ2軒の売上・客数を重要指標と捉え、
継続性を重視した対策を順番に実施。
地域還元費が増えれば、対策手段も増える
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当社が公園出店を検討する場合、注意する点
① 眺めが良い、など公園がもともと持つ立地的魅力

② 地元住民や行政との連携手段の仕組化
地域の方々や自治体と常に対話ができるかどうか

③ 夏冬でも席数が十分確保できる敷地選定
⇒ 50坪・70席以上あると理想的

④ 建築費用に見合う占用期間設定
⇒ 10年以上の事業期間

⑤ 民間同士のコラボレーションの模索 DV・異業種

公園や地元産業の特性を活かした店舗をつくり、
地元の常連づくりが第一、観光等の外部要素はその次



GO年月日: 2010/9/17

所 在 地 : 東京都江東区豊洲

連 携 先 :

実 施 事 項 :

江東区

江東区の統工芸品を展示

その他の公民連携①豊洲フロント店

江戸切子を飾るラウンドテーブル



GO年月日: 2016/4/1

所 在 地 : 東京都庁第二本庁舎2F

連 携 先 : 東京都

実 施 事 項 : 都関連パンフレット陳列
都関連の動画を放映
壁仕上材に多摩産建材を使用

その他の公民連携②都庁店
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その他の公民連携③コミュシティ エスパル仙台店

GO年月日: 2017/6/1

所 在 地 : 宮城県仙台市青葉区

連 携 先 : (公財）仙台観光国際協会

実 施 事 項 : 地元工芸品を産地ごとに
展示 タウン誌と連携し、
地元コーナーを設置
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その他の公民連携④ルミネ北千住店

GO年月日: 2017/4/14

所 在 地 : 東京都足立区

連 携 先 : 足立区

実 施 事 項 : 足立区ショートムービー放映
足立区工芸品展示
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その他の公民連携⑤練馬こどもカフェ
タリーズ店内で子育て支援の空間を創出
～ 練馬区と協働で 「練馬こどもカフェ」を開催 ～

この企画は、練馬区がスタートさせる子育て支援事業『練馬こどもカフェ』にタリーズコーヒーが
賛同し協働するもので、2店舗の一角を提供し、練馬区が派遣する幼稚園教諭や保育士が
育児に関する気軽な相談や子供たちとのスキンシップや遊び方を伝えるイベントです。

昨今、核家族化や地域コミュニティの希薄化等を背景に、子育てにおいて孤立する保護者が
増えており、子育て相談機能の重要性が高まるなかで、区立施設ではない身近な場所で、
気軽に参加できる新たな子育てスポットを提供したいという目的で開催するものです。
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所 在 地 :   静岡県富士市蓼原町1822番地
営業時間 : 平 日 ９:００～２１:００
営業時間 : 土 曜 ９:００～２１:００
営業時間 : 日 曜 ９:００～２１:００
席席数数 : 8１席（禁煙６１席/テラス２０席）
面面積積 : ４９．６坪

2018年7月GO
富士市中央公園店
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公園施設設置許可面積等
建物面積は150㎡以上とし、敷地面積（許可面積）は500㎡以内
提案に基づき許可面積を決定

・店舗や看板の規模、デザイン、色彩等については、富士市屋外広告物条例
及び岳南広域都市計画富士中部地区計画に適合するように計画し、市の了承を得る

・ドライブスルー方式の店舗形態は認められない
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富士市への支払項目
①公園施設設置許可使用料＝条例・面積に基づく固定費
②公園維持管理協力金＝売上歩合 特定財源予定

富士市に本社を置く建築会社のグループ企業が
タリーズにフランチャイズ加盟し、共同で公募申込

当選後、FC企業が市と直接契約し、
店舗を建築-運営-維持管理
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★スロープ

★だれでもトイレ★ベビーカーファースト席

★ローカウンター＆手すり

★テラス席はペットもOK

市民のためのユニバーサル設計
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★地元産業をPR! ★地元作家の活動をPR!（作品展示）

★観光情報を発信!（infoコーナー） ★ポスターと映像で地域をPR!

地元産業のPRをします
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継続的な賑わいの創出はプレーヤーの多様化で!

開業は市を挙げてPR! 富士山プロモーションでサポート!

幼稚園の絵画展をカフェで! 持ち込みイベントにも柔軟に対応!
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今後の展望
「地域に根ざしたコミュニティーカフェとなる」

①カフェを基点にした新しい人の流れ、つながり
街と人の結節点になる 人の流れを促す

②この場所への愛着、他では得難い風景
事業関係者や顧客と共に景観をつくる

③温もりのある居場所づくり
店舗の従業員こそが顧客創造のキープレーヤー

④賑わい創出は誰もが主体 企画や財源は多様化で確保

⇒ 公園カフェ事業のファンを増やす、顧客を創造する
ミクロな生態系の維持⇔小さな経済圏の成⾧


